
   福岡市立  [ 生の松原特別支援 ]  学校　　学校評価実施状況（公表用）令和　３ 年度

めざす学校像 ・ 子ども像　・　教員像

○めざす学校像
・子ども達が喜んで通う学校・教育環境が整っている学校・保護者や地域か
ら信頼される学校
○めざす子ども像
・元気で明るい子ども　・最後までがんばる子ども　・社会に参加する子ども
○めざす教師像
・子どもとしっかり向き合う教師　　・日常の活動を大切にし向上心を持った教
師
・保護者や社会の信頼に応える教師

重点目標 指標（取組指標・成果指標） 達成状況についての説明

・本年度まで3カ年でとりくんできた「４つの手立て」を全学部で意識しながら、
新たな中心課題を設けて専門性の向上に磨きをかける。

・コロナ対策を継続させながら、様々な災害時の避難経路や体制づくりを、きち
んと確保できる学校環境の再整備を行う。

今後の改善方策

・「アフターコロナ」「ウィズコロナ」を意識しなら、児童生徒が「自立」「就労」「社
会参加」していくことに希望をもち、さらに保護者や地域と連携した取り組みを
行う。

課　題

〇働く意欲を高める教
育の充実

〇専門性の向上

〇校舎内外の安全に関
する整備と防災教育の
充実

○働く意欲を高める
   教育の充実

職員アンケートにて「将来に向けた意欲を引き出す指導がで
きているか」の設問に「概ねよい」以上の回答が90%以上

・コロナ禍において、高等部の実習発表会や中学部の作業フェスタなど、児童生徒が就労をイメージで
きる学校行事や、そこに向けた指導が本年度も十分にできなかった。
　しかしその分、「コロナ禍が収まれば、こんなことができる」というイメージを、児童生徒が高めることがで
きるような学習過程の工夫を、多くの教員が行っていた。
　それらの取り組みについては、保護者にも浸透し、理解されていた。
・コロナ禍以前よりは、少ない期間の高等部現場実習となったが、その後、就労に向けた生徒の意識が
向上し、卒業する高等部3年全員の進路先決定にも結びついた。職員アンケートにて「現場実習後、卒後や就労に向けた生徒

の意識向上が見られたか」の設問に「概ねよい」以上の回答
が８0％以上

職員・保護者アンケートにて「社会参画意識を高める指導が
できているか」の設問に「概ねよい」以上の回答が９０％以上

○専門性の向上
・授業づくり
　（主体的な学びについ
て）
・校内外研修の充実
・センター的機能の充実

職員アンケートにて「研修の成果を活かすことができたか」の
設問に「概ねできた」以上の回答が90%以上

・3カ年計画で進めてきた本校のテーマ研修であるが、当初は授業公開を念頭において進めてきたもの
が、積み重ねや成果をダイジェストに動画に編集した発表となった。
「４つの手立て」を全学部で共通の手がかりに取り組み、職員同士の「主体的な学び」についての共通認
識は高まり、実践にも活かすことがかなりできていたが、「研修の成果」として対外的に発表する部分にお
いて、不完全燃焼感が残ったと思われる。
・早良区小学校それぞれの状況に応じた支援コーディネートについて、多くの高い評価を得ている。来
年度以降もリーダーコーディネーターへの支援要請は、更に多くあるものと見ている。対象校の校長へのアンケートにて，本校のリーダーコーディ

ネーターに対しての評価が「概ねよい」以上が９０％以上

学校関係者評価についての説明（評価委員からの意見・要望・改善に向けた提言等）

○校舎内外の安全に関す
る整備

○防災教育の充実

職員アンケートにて「コロナウイルス感染症への予防対策を
行ったか」という設問に対し，「概ねよい」以上が9０%

・CO2残量検査を継続するとともに、本年度は空気清浄機も各教室に配置され、ハード面でも予防対策
が充実した。
・トイレ改築工事や、プレハブ校舎増築工事などが相次ぎ、緊急時の避難経路の変更が繰り返されるな
ど、安全面での共通認識が十分でないと思われる。
・感染症防止マニュアルを本校独自で作成し、安全対策をとろうとしているが、教室内の密を防ぐため、
またオンライン関係機器や空気清浄機、加湿機など物が増え、また元来の教室不足のため、廊下に多く
のもの（教材など）が置かれがちになり、逆に安全を確保しにくくなっている箇所も多い。保護者アンケートで「本校が感染症防止や防災について配

慮しているか」という設問に対し「概ねよい」以上が90%以上

職員アンケートにて「主体的な学びを引き出すような指導がで
きているか」の設問に「概ねよい」以上の回答が90%以上

職員アンケートで「福祉避難所としての機能を保っているか」
の設問に対し，「概ねよい」以上が９０％以上

・学校全体の見学をしていただき、児童生徒がのびのびと、かつ一生懸命に授業に取り組んでいる様子を確認していただくとともに、教員が児童生徒に寄り添いながら指導して
いく様子を、じっくり見ていただいた。
・常に教室に置いていると危険である大型テレビや、いつも使うわけではない大きめの教材等が、廊下に置かれている場合が多いのではないか。地震の程度によっては、避難経
路を防ぐようなことにもなるかもしれないので、避難経路確保の視点から、学校全体を見直していく必要がある。
・コロナ禍の行く末を見つめながら、保護者、地域と学校との連携を再構築していけるように、地域人材も活かしながら、できることを少しずつやっていきたい。


